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【第 208 回国会】令和４年５月 10 日（火）、第４回の委員会が開かれました。 

 

１ 原子力問題に関する件（原子力規制行政の在り方） 

・参考人から意見を聴取し、質疑を行いました。 

（参考人）アドバイザリー・ボード会長 

政策研究大学院大学名誉教授              黒川清君 

アドバイザリー・ボード会員 

東京理科大学経営学研究科教授             石橋哲君 

     アドバイザリー・ボード会員 

原子力コンサルタント                 佐藤暁君 

アドバイザリー・ボード会員 

長崎大学核兵器廃絶研究センター副センター長・教授   鈴木達治郎君 

（質疑者）高木宏壽君（自民）、浅野哲君（国民）、伴野豊君（立民）、伊東信久君（維新）、 

中野洋昌君（公明）、田村貴昭君（共産） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

高木宏壽君（自民） 

 

（１） 国会事故調報告書提出から10年間の原子力規制行政の総括及び現在の原子力安全規制の評価と認識

についての各参考人の見解 

（２） 原子力規制に係る審査の効率化という概念の捉え方についての佐藤参考人の見解 

（３） 東京電力福島第一原子力発電所事故から得られた国内の優れた知見の世界への発信の在り方につい

ての黒川参考人の見解 

 

浅野哲君（国民） 

 

（１） 原子力規制行政の現状が規制の虜を脱しているか否かについての各参考人の見解 

（２） 国会事故調の７つの提言が本特別委員会でどの程度議論されたかについての黒川参考人及び石橋参

考人の見解 

（３） 原子力規制行政の効率化を進めることが直ちに規制の虜に戻ることを意味するものではないとの考

えに対する佐藤参考人及び鈴木参考人の見解 

 

伴野豊君（立民） 

 

（１） 使用済燃料の貯蔵方法に関しプール貯蔵から乾式貯蔵への移行が進まない理由についての鈴木参考

人の見解 

（２） 非公開とされる設計基礎脅威（ＤＢＴ）の情報公開の在り方についての世界的な趨勢及び鈴木参考

人の見解 

（３） 原子力発電所が武力攻撃等を受けた場合の対策についての佐藤参考人の見解 

（４） 原子力行政をチェックするための機関を国会に作る必要性についての石橋参考人及び黒川参考人の

見解 

 

伊東信久君（維新） 

 

（１） 多核種除去設備（ＡＬＰＳ）による処理水にトリチウム以外の放射性物質が残存している問題につ
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いてデータの開示方法等のあるべき指針と、データに関する報道の実状が透明性の欠如と考えられる

点に対する黒川参考人の見解 

（２） 国会事故調報告書で求められている提言実現に向けた「実施計画」が策定されていない現状に対す

る石橋参考人の見解 

（３） 他国からの脅威に対抗するための原子力発電所の防護体制整備に当たり参考となる国についての佐

藤参考人の見解 

（４） 避難計画を新規制基準の適合性審査の対象とすべきとの考えに対する鈴木参考人の見解 

（５） 原発再稼働について各参考人の見解 

 

中野洋昌君（公明） 

 

（１） 原子力規制に関しこの10年間で変化した点、変化がない点及び今後変えていくべき点についての黒

川参考人の見解 

（２） 今後の原子力発電の在り方についての黒川参考人の見解 

（３） 原子力規制における立法府の関わり方についての石橋参考人の見解 

（４） 核セキュリティーの規制の在り方、事業者の現在の取組及び今後の対応の方向性についての佐藤参

考人及び鈴木参考人の見解 

（５） 原子力に関する国民とのコミュニケーションにおいて力点を置くべき点についての佐藤参考人及び

鈴木参考人の見解 

 

田村貴昭君（共産） 

 

（１） 原子力発電所の運転期間の延長申請を原子力規制委員会が全て認可していることに対する、法定の

40年を超える運転期間の延長を例外とした立法時の趣旨と危険性の観点からの佐藤参考人及び鈴木参

考人の所見 

（２） 優先給電ルール下における原子力発電所の稼働は再生可能エネルギー普及の足かせとなるとの懸念

に対する佐藤参考人及び鈴木参考人の所見 

（３） 災害時の電力需給逼迫を回避するためのシステムの在り方に関する佐藤参考人及び鈴木参考人の見

解 

（４） 原子力規制委員会の活動における規制の虜となっている部分の改善策に対する黒川参考人及び石橋

参考人の見解 

 


